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 ■
十

三
日

、
ま

ゆ
だ

ま
飾

り
作

り
体

験
会

 

 
も

て
な

し
家

で
、

両
高

地
区

に
伝

わ
る

正
月

行
事

・
ま

ゆ
だ

ま
飾

り
作

り
の

体
験

会
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
野

菜
を

買
い

に
来

た
と

い
う

燕
市

の
高

橋
さ

ん
は

、
「

ニ
ュ

ー
ス

で
見

る
だ

け
だ

っ

た
の

に
、

思
い

が
け

ず
ま

ゆ
だ

ま
作

り
が

で
き

て
よ

か
っ

た
。

家
に

帰
っ

た
ら

、
さ

っ
そ

く
飾

り
ま

す
。
」

と
う

れ
し

そ
う

で
し

た
。
 

 
ま

た
、

和
島

切
り

絵
村

と
陶

芸
サ

ー
ク

ル
の

皆
さ

ん
の

力
作

も
披

露
さ

れ
て

い
ま

し
た

。
 

        ■
十

四
日

、
下

富
岡

地
区

の
賽

の
神

 

遠
く

に
弥

彦
山

を
望

み
な

が
ら

、
年

男
、

年

女
が

、
大

人
の

背
丈

の
四

倍
は

あ
ろ

う
か

と
い

う
賽

の
神

に
点

火
。

パ
ン

、
パ

ン
と

竹
の

弾
け

る
音

と
、

竹
の

先
に

つ
け

た
す

る
め

を
焼

こ
う

と
駆

け
寄

る
子

ど
も

達
の

声
で

賑
わ

い
ま

し
た

。
 

 
年

女
の

八
子

静
枝

さ
ん

（
写

真
左

）
は

、
 

「
日

々
、

家
族

円
満

に
過

ご
せ

て
感

謝
で

い
っ

ぱ
い

。
」
と

笑
顔

で
話

し
て

い
ま

し
た

。
 

■
二

十
三

日
、

島
田

小
学

校
で

防
犯

教
室

 

 
授

業
中

の
教

室
に

不
審

者
が

侵
入

し
た

と
の

想
定

で
、

訓
練

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
 

警
察

の
人

か
ら

「
一

人
で

歩
い

て
い

る
と

き

知
ら

な
い

人
に

会
っ

た
ら

ど
う

し
ま

す
か

。
知

ら
な

い
人

に
は

、
絶

対
に

つ
い

て
い

っ
て

は
い

け
ま

せ
ん

。
大

き
な

声
を

出
し

て
、

お
と

な
に

助
け

を
求

め
ま

し
ょ

う
。
」
な

ど
の

話
を

聞
き

ま

し
た

。
 

 
  
 

        ■
二

十
六

日
、

第
十

六
回

島
田

フ
ォ

ー
ラ

ム
開

催
 

 
今

年
の

島
田

小
学

校
六

年
生

は
、
七

つ
の

グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
や

体

験
学

習
を

通
し

て
、

寺
や

神
社

、
介

護
施

設
な

ど
を

研
究

。
保

護
者

や
住

民
を

前

に
、
一

年
間

の
成

果

を
大

き
な

声
で

発

表
し

て
い

ま
し

た
。
 

支所支所支所支所からのおからのおからのおからのお知知知知らせらせらせらせ    発行/編集：長岡市和島支所地域振興課                    ☎（代表）：74-3111  /  FAX：74-2791 ☆カラー版はインターネットでご覧になれます。アドレスは、http://www.city.nagaoka.niigta.jp/shisei/o-wasima/  平成 18 年度は市制 100 周年 
一

月
の

出
来

事
 

■
七

日
、

和
島

消
防

団
出

初
式

 

 
支

所
三

階
大

会
議

室
で

、
出

初
式

が
あ

り
ま

し
た

。
式

典
で

は
、

小
林

消
防

団
長

の
訓

示
の

後
、

無
火

災
及

び
永

年
勤

続
団

員
の

表
彰

が
行

わ
れ

ま
し

た
。
 

◆
無

火
災

表
彰

受
賞

団
 

 
第

一
分

団
 

第
二

分
団
 

第
三

分
団

 
第

四
分

団
 

◎
今

年
も

火
の

用
心

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

▲教室に、不審者侵入 ▼落ち着いて、無事避難 

▲子ども用の小さな賽の神。するめは上手に焼けたかな。 ▲永年勤続団員表彰受賞者 菊地裕樹さん、伊藤隆さん、大矢一彦さん 
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■
二

十
六

日
、

 

桐
島

小
学

校
で

読
み

聞
か

せ
教

室
 

こ
の

日
、

自
動

車
文

庫
「

米
百

俵
号

」
の
 

出
前

ミ
ニ

図
書

館
が

開
か

れ
、

五
・

六
年

生
 

が
、

図
書

館
の

職
員

か
ら

絵
本

を
二

冊
読

ん
 

で
も

ら
い

ま
し

た
。
 

 

 ○
読

み
聞

か
せ

の
あ

っ
た

絵
本

 

「
３

び
き

の
か

わ
い

い
オ

オ
カ

ミ
」

 

文
／

ユ
ー

ジ
ー

ン
・

ト
リ

ビ
ザ

ス
 

絵
／

ヘ
レ

ン
・

オ
ク

セ
ン

バ
リ

ー
 

「
ス

ト
ラ

イ
プ

（
大

変
し

ま
も

よ
う

に
 

な
っ

ち
ゃ

っ
た

）
」

 

文
・

絵
／

デ
ヴ

ィ
ッ

ト
・

シ
ャ

ノ
ン

 

 ■
平

成
十

九
年

の
区

長
紹

介 （二月一日現在・敬称略）

 

 ■
地

域
委

員
会

を
傍

聴
し

ま
せ

ん
か
。
 

 
第

六
回

和
島

地
域
委

員
会

を
開
催

し
ま

す
。

事
前
申
込

の
必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

。
お
気
軽

に

お
越

し
く

だ
さ

い
。
 

○
日
時

 
二

月
二
十

三
日

（
金

）
午

後
四
時
～

一
時

間
程
度
 

○
場

所
 

保
健
セ

ン
タ

ー
検
診
ホ

ー
ル
 

○
議
題

 
合
併

に
伴

う
都

市
計
画

区
域

の
再
編

に
つ

い
て
 

 
 選挙の投票終了時刻が 

    午後７時に繰上がります。 

平成１９年は、４つの選挙（県議会議員、市議

会議員、参議院議員、市長）が予定されています。 

これらは、市内全域を１つの選挙区域として行

われ、開票は厚生会館の 1カ所で行います。 

そのため、投票箱を届ける時間を考慮し、今年

の選挙から、和島地域の投票所は、投票終了時刻

を１時間繰り上げることになります。 

皆様のご理解、ご協力をお願いします。 

★投票時間 午前７時～午後７時（通常午後 8 時）★ 

期日前投票は、市内のすべての期日前投票所で

できるようになります。（衆議院議員総選挙を除

く。）大切な 1票、ぜひ投票しましょう。 

両高 城之丘 村田 東保内 梅田 中沢 日野浦 高畑 阿弥陀瀬 若野浦 下富岡 小島谷 駅前 下小島谷 中小島谷 上小島谷 地区名 阿部求

 

小林善弘
 

小林昇一
 

川瀬政文
 

田村吉雄
 

大矢征司
 

佐々木貞夫
 

高橋哲
 

八子茂
 

細山幸男
 

関川幸郎
 

八子八十吉
 

神子義彦

 

松永利治

 

久住重彰

 

久住政春

 

氏 名 島崎 小谷 寺町 法善町 道城下 川端 下町下 下町上 中央 新田 荒巻 根小屋 北野 三瀬ヶ谷 上桐 地区名  三河保
 

長谷川義榮
 

近藤孝平
 

早川誠治
 

本間進
 

早川松夫
 

早川守
 

近藤正良

 

早川富一

 

藤井賢計

 

倉部冨一

 

若井健

 

須佐満六

 

加勢雅彦

 

大矢弘陸

 

氏 名 

▲時折、笑い声も上がり、すっかり絵本の

世界に引き込まれた様子でした。 

 

お
知

ら
せ
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■
長

岡
市

住
宅

建
設

等
制

度
融

資
 

「
被

災
住

宅
復

興
資

金
」
に

つ
い

て
 

 
こ

の
申
込
期
限

は
、

三
月

三
十

一
日

で
す

。
 

資
金

の
借

入
れ

を
さ

れ
る

人
は

、
市
内

の
金

融
機
関
へ
早

め
に
申

し
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

工
事
完
了
又

は
売

買
契
約
締
結

後
に
提

出
し

て
も

ら
う
工

事
完
了
届

け
の
提

出
期
限

は
、
平

成
十
九

年
十

二
月

二
十

八
日

で
す

。
 

■
住

宅
復

興
資

金
利

子
補

給
金

の
請

求
に

つ
い

て
 

平
成
十

八
年

中
に

支
払

っ
た
利

子
分

に
つ

い

て
、
請

求
の

受
付

を
し

て
い

ま
す

。
 

交
付
決

定
を

受
け

た
人

で
、

ま
だ
請

求
手

続

き
を

し
て

い
な

い
人

は
、

三
月
十

五
日

ま
で

に

手
続

き
を

し
て

く
だ

さ
い

。
 

○
問

い
合

わ
せ

 
建

設
課

 
 

☎
七

四
―

三
一

一
一

（
内
線

二
四

一
）

 

■
北

陸
ま

ち
づ

く
り

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

 

日時＝三月二日（金）午後二時三十分～午

後五時 会場＝ながおか市民センター地下

イベント広場 参加費＝無料 内容＝基調

講演・パネルディスカッション「中心市街地

活性化とまちづくり」 出席者＝長岡造形大

学助教授・渡辺誠介さん、森市長、エキキタ

ーゼ世話人・羽根由さん、北陸地方整備局建

政部長・瀬戸馨さん 申し込み＝二月二十三

日（金）まで、まち交ネットホームページ

http://www.machikou-net.org/へ 問い合

わせ＝㈶都市みらい推進機構☎〇三―五九

七六―五八六〇 
 ■

認
知

症
予

防
講

演
会

 

「
認

知
症

に
強

い
脳

を
つ

く
ろ

う
」
 

日時＝三月十四日（水）・受付＝午後零時 三十分～一時三十分・講演＝午後一時三十分

～三時三十分 会場＝長岡リリックホール 

入場＝無料 講師＝東京都老人総合研究所

主任研究員 矢冨直美さん 定員＝七百人

（先着順） 問い合わせ＝保健福祉課保健係

☎七四―三一一一（内線二六一） 

☆☆ ☆☆
自
力

自
力

自
力

自
力
でで でで
行行 行行
け
な
い
と
い
う

け
な
い
と
い
う

け
な
い
と
い
う

け
な
い
と
い
う
方方 方方
はは はは
、、 、、
保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

保
健
福
祉
課

へへ へへ
ごご ごご
連
絡

連
絡

連
絡

連
絡
く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い

く
だ
さ
い
。。 。。
    

       ワンポイントアドバイス
ワンポイントアドバイス
ワンポイントアドバイス
ワンポイントアドバイス

 

        プチトマトとレタスを
付け合せると栄養バラン

スが良くなります。

 

乗用型の農耕作業用自動車は、 

標識番号（ナンバー）が必要です！ 

乗用装置の有無と最高速度により、課税

対象が「軽自動車税」と「固定資産税」と

に区分されます。 

■農耕作業用自動車とは・・・ 

①乗用装置がある ②最高時速が３５㎞未満

である ③農耕用として使用されているトラク

タ、コンバイン、田植機など 

上記①～③にいずれも該当する場合は、

軽自動車税の課税対象となるため標識番号

（ナンバープレート）が必要です。ナンバ

ーの無い農耕作業用自動車を既にお持ちの

方や、新たに取得された方は、本庁市民税

課または支所市民生活課でナンバー登録の

手続きをお願いします。 

①～③に該当しない場合は、固定資産税

の対象となるため償却資産の申告が必要と

なります。本庁資産税課または支所市民生

活課で手続きをお願いします。 

＜問い合わせ＞市民生活課 市民係 

☎７４－３１１１（内線２５１） 

乗用装置の

有   無 
最高速度 課税対象区分 

有 
時速３５㎞

未   満 
軽自動車税 

有 
時速３５㎞

以   上 

無 制限なし 

固定資産税 

（償却資産） 

●●●●手手手手づくりづくりづくりづくりソーセージソーセージソーセージソーセージ（（（（４４４４人人人人分分分分））））●●●●    

＜材料＞ ひき肉 200ｇ たまねぎ 

1/2 個 にんじん 10ｇ ピーマン 10ｇ 

Ａ（パン粉 10ｇ 塩・こしょう 適宜 

溶き卵大さじ 2） 

＜作り方＞ 

①①①①たまねぎ・にんじん・ピーマンをみ

じん切りにする。 ②②②②ひき肉に①と材

料のＡを加え、粘りがでるまでよく混

ぜて、12 等分にする ③③③③②をアルミホ

イルに乗せくるくると巻いて、ソーセ

ージ型に整える ④④④④フライパンに③と

カップ 1/4位の水を入れ、ふたをして、

中火で、約 10分間蒸し焼きにする。 

食食 食食
のの のの

応
援

団
応

援
団

応
援

団
応

援
団

    
    

食
生

活
改

善
推

進
員

食
生

活
改

善
推

進
員

食
生

活
改

善
推

進
員

食
生

活
改

善
推

進
員

    
推

奨
推

奨
推

奨
推

奨
のの のの

一
品

一
品

一
品

一
品

    
２２ ２２
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わ
し

麻
呂
通

信
４

 

 
■

ら
く

ら
く

話
し

方
講

座

（
全

三
回

）
 

 
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ

ン
サ

ー

と
し

て
活
躍

中
の
對

間
倫

子
（

た
い

ま
み
ち

こ
）

さ

ん
を
講
師

に
迎
え

、
対

話

や
人

前
で

話
す
方
法

に
つ

い
て

学
び

ま
し

た
。
 

          ■
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

 

ス
ク

ー
ル

 

 
公
共

の
場

で
の
集

団
活

動
を

学
習

す
る

た
め

、
地

域
の

中
学

生
を

対
象

に
一

月
十

三
・
十

四
日

、
キ

ュ

ー
ピ
ッ
ト
バ
レ

ー
ス
キ

ー

場
（
上
越

市
）

で
、
ア
ド

ベ
ン
チ
ャ

ー
ス

ク
ー

ル
が

あ
り

ま
し

た
。
参
加

者
は

、

「
ス
キ

ー
が

た
く

さ
ん

で

き
た

し
、
友

達
と
協

力
し

て
楽

し
く

過
ご

せ
て

よ
か

っ
た

」
と

話
し

て
い

ま
し

た
。
 

       ■
ス

キ
ー

＆
ス

ノ
ー

ボ
ー

ド
ツ

ア
ー

ｉ
ｎ
池

の
平

 

 
春

の
よ

う
な
陽
気

に
恵

ま
れ

た
一

月
二
十

八
日

、

地
域

の
住

民
八
十

八
名

を

乗
せ

た
バ

ス
が
妙

高
高
原

池
の
平
温
泉

ス
キ

ー
場

に

到
着

。
さ

っ
そ

く
、
妙

高

山
を
バ
ッ

ク
に
優
雅

に
滑

り
始

め
ま

し
た

。
午

後
か

ら
の

、
雪
上
レ

ク
リ
ェ

ー

シ
ョ

ン
大

会
で

は
、
幼
児

と
小

学
生

が
、
宝
探

し
や

雪
だ

る
ま
的
当

て
ゲ

ー
ム

を
し

、
雪

ま
み

れ
に

な
っ

て
歓

声
を
上
げ

て
い

ま
し

た
。
白
銀

の
世
界

を
満
喫

し
た

一
日

で
し

た
。
 

   

 

                           
〈小学生の部〉

 

■一年生 良寛賞  貝瀬優奈

 

貞心賞  土谷美希

 

■二年生  良寛賞  親跡涼葉

 

貞心賞  桑原玲美佳

 

金賞   大矢美佳

 

銀賞   柄澤ちひろ

 

銅賞   小林寛子

 

■三年生 良寛賞  若井祥子

 

貞心賞  早川剛史

 

金賞   久住琴音

 

銀賞   早川哲平

 

銅賞   藤田菜央

 

■四年生 良寛賞  早川沙恵華

 

貞心賞  貝瀬優輝

 

金賞   早川滉太

 

銀賞   山田直実

 

銅賞   早川瑠威

 

■五年生 良寛賞  田村彩

 

貞心賞  早川歩
 

金賞   矢沢真由子
 

銀賞   島倉琴乃
 

銅賞   小林哲也
 

■六年生 良寛賞  早川祐奈
 

貞心賞  早川寛人
 金賞   桑原将磨

 

銀賞   山田香織

 

銅賞   中島みなみ

 

〈中学生の部〉

 

■一年生 良寛賞  安田陽洋

 

貞心賞  久住望

 

金賞   山田明実

 

銀賞   簱鉾紗良

 

銅賞   狩野千賀子

 

■二年生 良寛賞  山田達生

 

貞心賞  高橋萌美

 

金賞   大矢彩香

 

銀賞   小林緑

 

銅賞   本間美穂

 

■三年生 良寛賞  小林成美

 

貞心賞  簱鉾悠香

 

金賞   久住江美

 

銀賞   狩野亜紗実

 

銅賞   小黒りか

 

〈一般の部〉 入選   小林節子

 

入選   小林清

 

入選   鳥羽素敬

 

入選   八子松一郎

 

入選   菊地武典

 

作品は、道の駅良寛の里わし
ま観光物産館で二月二十五日

（日）まで展示しています。（火曜
日休館） 

第
十

六
回

良
寛

の
里

書
初

め
書

道
展

入
選

者
（
敬

称
略

）
 

◆◆◆◆公民館図書室公民館図書室公民館図書室公民館図書室（（（（ゆきわりゆきわりゆきわりゆきわり荘荘荘荘））））新着図書紹介新着図書紹介新着図書紹介新着図書紹介◆◆◆◆    1 手づくりジュース 353 レシピ（川野妙子） 2 絵本たんけん隊（椎名誠） 3 フラダンスのはじめ（伊藤彩子） 4 ぼく、だんごむし （文・得田之久 絵・たかはしきよし） 5 まて まて まて （文・こばやしえみこ 絵・ましませつこ） 6 やりたいことは、まだまだある （民間放送教育協会）     ・・・ほか多数 
 

▲思う存分遊んだ子ども達。帰りの車中では、楽しい思い出を夢見ているのか、満足そうな寝顔が印象的でした。 

▲最終回では、「気持ちを伝えるということ」の実技指導がありました。 
▲さぁ、滑るぞ！ 

和島地域生涯学習キャラクター 


